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研究成果の概要（和文）：本研究の多くの部分は研究代表者・分担者が所属する社会主義理論学会の協力を得た。特に
中国の研究者との交流を重視し、２０１３年１２月に１２名の中国人研究者を招き、「中国特色社会主義の行方と理論
問題」の主題で第四回日中社会主義フォーラムを開催した。２０１５年４月には中国人研究者１名を招き講演会「『さ
あ「資本論」を読んでみよう』について」を開催した。２０１６年３月には四名の中国人研究者を招き、「中国社会主
義の多様性」を主題に第五回日中社会主義フォーラムを開催した。いずれも社会主義理論学会と当科研費プロジェクト
の共催である。参加者・集会報告などはいずれも社会主義理論学会ＨＰに掲載されている。

研究成果の概要（英文）：Because all of the members of this project belong to Society for Socialism 
Theory, this society has become a platform for this study, and made a series of chances of joint seminars 
with Chinese researchers of this field of study. The 4th Japan-China Forum of Socialism in 2013 invited 
12 Chinese researchers, a special research meeting in 2015 invited one Chinese researcher, and the 5th 
Japan-Chine Forum of Socialism invited 4 Chinese researchers. All of these seminars are co-organized by 
Society for Socialism Theory and this Kakenhi-project. The details of these seminars are shown in the 
Home-page of Society for Socialism Theory.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）総説 

 中華人民共和国は、１９７９年以来、高い

経済成長を遂げ、２０１０年にはＧＤＰで日

本を追い越し世界第二位となるに至ってい

る。近年の日本でも中国に関する研究は数多

いが、中国が今日も社会主義を掲げているに

もかかわらず、社会主義の観点から現代の中

国を分析した研究は非常に少なかった。 

 

（２）中国特色社会主義という語彙の由来 

 中国共産党は１９７８年１２月の十一期

三中全会で、経済建設を中心的任務とする路

線へと転換した。中国特色社会主義の模索は、

この時から始まっている。１９８２年９月の

中国共産党十二回大会で、鄧小平は中国がめ

ざすべき社会主義体制を「中国の特色をもっ

た社会主義」(有中国特色的社会主義)と呼ん

だ。これ以後、１９９２年の中国共産党第１

４回大会では「中国特色をもった社会主義」

(有中国特色社会主義)となり、２００２年の

中国共産党第１６回大会では「中国特色社会

主義」(中国特色社会主義)となり、現在に至

っている。 

 

（３）中国特色社会主義の内容と現段階の特

徴 

 中国特色社会主義の具体的内容は、鄧小平

らが繰り返し語っている。市場の容認も含む

経済成長重視と、共産党の指導性や社会主義

の道などの堅持である。 

 しかし、格差拡大など諸矛盾の拡大に伴

い、中国国内では社会主義の要素をより弱め

ることにより社会発展を実現しようとする

勢力と社会主義の要素を保持し強めること

により社会の問題を解決しようとする勢力

の対立が生じている。２０１２年の薄煕来事

件は、その端的な表れであった。 

 

（４）中国特色社会主義と社会主義の関係 

 中国特色社会主義が、伝統的な社会主義観

とかなり異質なものであることは、中国共産

党も認めている。中国特色社会主義を社会主

義との関係で整理すれば、次の三点となるで

あろう。 

① 社会主義の初期段階 
これは、中国共産党が主張しているもので

ある。中国は遅れた農業国から社会主義を

樹立しなければならなかったため、まだ初

期段階にあり、経済を成長させることが最

も重要であり、マルクスなど社会主義の理

論家が提唱した社会主義像を完全には実行

できない。 

② 新民主主義段階 
１９５２年の新民主主義から社会主義への

転換が早すぎた、中国の現段階は新民主主

義だというものである。中国国内の一部の

学者が唱えている。研究代表者の大西広が

主張する「共産党が指導する資本主義」「社

会主義をめざす資本主義」も、新民主主義

段階論の範疇に入ろう。 

③ 開発独裁 
日本など中国以外の国のかなりの学者が提

唱している考えである。中国の現状は資本

主義であるだけではなく、社会主義に向か

う要素もない。中国共産党政権は経済をあ

る段階まで発展させた後、ある時期により

本格的な資本主義政権に置き換えられるこ

とになる。 

 

２．研究の目的 

 本研究は中国が掲げる「中国特色社会主

義」に着目し、経済・思想・文学芸術・民

族問題など多方面からのアプローチを試

み、それによって中国特色社会主義とは何

か、それは一般に言われている社会主義と

どこが共通しどこが異なっているのか、社

会主義を掲げるために何を守ろうとし何を

否定しようとしているのか、を明らかにし、

それに基づいて現代中国の特質を解明する

ことを目的とした。 



 

３．研究の方法 

（１）研究目的でも述べたように、中国特

色社会主義を社会主義に重点を置いて分析

した。 

 

（２）研究代表者、研究分担者がいずれも

会員である社会主義理論学会を通して共同

研究を実行した。中国研究者でもある大西

広、瀬戸宏と、中国研究者ではない(中国語

を解しない)マルクス経済学、マルクス主義

哲学研究者である松井暁、田上孝一の討論

を重視し、円滑な実行に努めた。経済研究

(大西、松井)、文学芸術研究(瀬戸)、哲学

研究(田上)など、研究題目にもある「多角

的研究」を重視した。 

 

（３）社会主義理論学会が２００８年以来

おこなっている南京師範大学など中国の大

学に所属する社会主義理論研究者との学術

交流を重視し、積極的に参加した。 

 

４．研究成果 

（１）第四回日中社会主義フォーラムフォ

ーラムを「中国特色社会主義の行方と理論

問題」（中国特色社会主義去向和理論問題）

を主題に、２０１３年１２月２１日、２２

日両日慶応大学三田校舎で開催した。中国

から１２名、日本側から研究代表者・分担

者ら８名、計２０名の研究者が報告した。

報告内容は、中国特色社会主義の基本問題、

中国特色社会主義と国家論、中国特色社会

主義と哲学、中国特色社会主義の政治体制、

経済理論・グローバル化からみた中国特色

社会主義、中国特色社会主義と地域・農村

問題、中国特色社会主義の歴史的考察に大

別できる。このフォーラムには、傍聴者を

含めて約６０名の参加者があった。報告に

は討論時間を設け、傍聴者も討論には参加

できた。中国特色社会主義が内包する多様

な問題が明らかになり、研究テーマ「中国

特色社会主義の多角的研究」にふさわしい

内容となった。討論を円滑に進めるため、

報告者には事前に論文提出を求め、中国側

論文は日本語に、日本側論文は中国語に翻

訳し、日中二カ国語で予稿集を作成した。

フォーラムのプログラムと報告予稿集の全

文は、社会主義理論学会ＨＰに掲載されて

いる。 

 

（２）『さあ「資本論」を読んでみよう』

著者余斌氏（中国社会科学院マルクス主義

研究院研究員）を招き、社会主義理論学会

研究会の一環として２０１５年４月２６日

に慶應義塾大学三田校舎で講演会をおこな

った。『さあ「資本論」を読んでみよう』

（角田史幸、荘厳訳、こぶし書房、中国語

原題《十分鐘読懂的資本論》）は、マルク

ス『資本論』の解説であると同時に、資本

論を用いて現在の中国社会が抱える諸問題

を批判的に分析したもので、中国国内で話

題になった書籍である。余斌氏の講演と質

疑応答を通して、現在の中国すなわち中国

特色社会主義が抱える問題点のかなりの部

分が、資本主義社会と同様のものであるこ

と、それにもかかわらず中国特色社会主義

は西側資本主義とも異なる社会であること

が明らかになった。講演会には４８名の参

加者があり、盛会であった。講演会内容は、

『社会主義理論学会会報』第７２号（２０

１５年１０月１５日、社会主義理論学会Ｈ

Ｐ掲載）に詳しく報告されている。 

 

（３）第五回日中社会主義フォーラムを「中

国社会主義の多様性」（中国社会主義的多

様性）を主題に、２０１６年３月５日、６

日両日慶応大学三田校舎で開催した。中国

から、北京大学、中国人民大学、南京師範

大学、中国社会科学院マルクス主義研究院

の研究者４名を招き、日本側から研究代表



者、研究分担者全員と社会主義理論学会内

での公募に応じた２名計６名の研究者が報

告した。傍聴者を含めた参加者数は二日間

で延べ１００名以上に達した。中国側研究

者の招聘に当たっては、フォーラムテーマ

「中国社会主義の多様性」に基づき、多様

な見解の持ち主を招聘することに努めた。

今回の報告者数は二年前の第四回に比べて

半減したが、そのため一人あたりの発言・

討論時間を多く取ることができた。中国側

の報告は、現在の中国社会主義体制（中国

特色社会主義）に批判的見解を持つ者と全

体として肯定的見解を持つ者に二分され、

討論時間では中国人研究者の間で率直な意

見交換が交わされることもあった。フォー

ラムでの討論はたいへん活発で、「中国社

会主義の多様性」をかなり深く反映するこ

とができた。第五回フォーラムのプログラ

ムおよび予稿集全文は、社会主義理論学会

ＨＰに掲載してある。 

 

（４）このほか、研究代表者・分担者は研

究課題に沿った個人研究を行ない、別項の

論文等を発表した。 
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